
豪雨災害時における地域の取り組み
（福岡県飯塚市片島地区の事例）
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はじめに・・・

こんにちは
飯塚市地域安全推進隊片島班の今福で

す！

地域安全推進隊片島班の写真

飯 塚 市 の 概 況

飯塚市は、平成１８年３月２６日に旧飯塚市、穂波町、筑穂町、
庄内町、頴田町の１市４町合併により（新）飯塚市として誕生

飯塚市は筑豊地域の中心都市
○ 人口約１３万人
○ 立地条件良（福岡・北九州まで１時間弱）

→

筑豊地方石炭産業盛んであった。

石炭王（伊藤伝衛門邸） 嘉 穂 劇 場

飯 塚 市 の 防 災 体 制 は ４ 段 階 の 体 制

災 害 警 戒 準 備 室

災 害 警 戒 本 部

災 害 対 策 本 部

第 １ 配 備

配 備 体 制 配 備 規 模

第 ２ － Ａ 配 備

第２－Ｂ配備

第 ３ 配 備

第 ４ 配 備

飯塚市における災害について



飯塚市の災害

浸 水 災 害

土 砂 災 害

大 雨 ・ 台 風 接 近

飯塚市中心部を襲った大水害（平成１５年７月１９日）

○ 浸水被害で壊滅状態
➢ 嘉穂劇場やコスモスコモン浸水
➢ 商店街等の浸水

平成１５年 ７．１９大水害

テ レ ビ 報 道 等

コスモスコモン・飯塚小学校付近

穂波川

コスモスコモン

飯塚小学校

飯塚橋

芳雄橋

嘉穂劇場付近

嘉穂劇場

飯塚第一中学校・片島小学校付近

遠賀川

片島小学校

建花寺川

飯塚大橋

飯塚一中

嘉穂東高校

飯塚消防署付近

国道２００号

国道２０１号

飯塚消防署

建花寺川

片島地区住宅浸水



平成２１年７月 中国・九州北部豪雨災害
（平成２１年７月２４日～２６日）

道 路 冠 水 で 渋 滞 す る 車 両 （ 国 道 ２ ０ １ 号 二 瀬 付 近 ）

道路上の濁流に流された車両（花瀬付近） 床上浸水地区でごみ処理にあたる職員とボランティア（片島地区）

土石流で流出した道路（市道関の山烏尾線）

区分 床上浸水 床下浸水 避難者数

１５年 ５００件 １４５件 ３１６名（累計１８日間）

２１年 ４５件 ２１件 １７０名（累計 ４日間）

平 成 １ ５ 年 、 平 成 ２ １ 年 の 浸 水 被 害 状 況



Ｒ ２ ０ ０ 立 体 交 差
片島地区における避難所運営について

片島地区における災害後の取り組みについて 片島地区浸水対策協議会

繰り返し要望

浸水被害の究明や今後の浸水対策

○河川改修や排水機場（ポンプ場）の整備
○都市下水道の整備
○国道２００号線立体交差の遊水地プール整備
○市の防災体制の強化

具 体 的 に は

Ｒ ２ ０ ０ 立 体 交 差 点 浸 透 枡
姿 川 調 整 池



浸水災害における教訓

避難所設置
要援護者の避難確認

自助・共助
重 要

普段からの近所とのコミニティ

結果として
➢ 高齢者等の不安の解消→ちょっとした支援
➢ 要援護者の行動握把掌（約２０分で完了）→普段からの近

所付き合い

地域住民が地域を守る

終わりに 地域の安全は地域で守る片島地区住民の強い気持

○地域安全推進隊の地道な活動

（自冶会長、ＰＴＡ会長、消防団関係者等、自主防災・防犯組織）

地域への
愛着防災
気質

防災は、地道な取り組みの防災は、地道な取り組みの
積み重ね積み重ね

片島地区住民は

通常時の隣近所の付き合いがあったから災害時の共助ができた。

自助・共助・公助？

自助

共助

公助

自分の命は自分で守る。
（自宅の火災をもっとも速く消せるのは自分です。）

自分たちの住んでる地域は、自分たちで守る。
（隣の火災を消すことが自分の家を守ることになります。）
（自分が生き埋めになった時、それに気づき、最初に救出活動
をしてくれるのは、ご近所の皆さんです。）

市、県、国、警察、消防などの行政機関、公共公
益企業（水道、電気、ガス、電話、輸送等）などの
災害対策活動

災害からの安全・安心を得るためには、公助はもとより、自助・共助が必要です。

地 域 安 全 推 進 隊 片 島 班




